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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 36,557 7.7 1,792 37.5 1,527 55.1 500 944.4
22年3月期第2四半期 33,944 △17.6 1,303 29.7 984 28.0 47 △94.8

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 25.59 ―

22年3月期第2四半期 2.45 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 140,360 18,446 12.2 876.82
22年3月期 142,236 18,241 11.9 867.64

（参考） 自己資本  23年3月期第2四半期  17,142百万円 22年3月期  16,963百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 5.00 ― 10.00 15.00

23年3月期 ― 5.00

23年3月期 
（予想）

― 10.00 15.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 72,000 1.9 3,350 0.6 2,650 0.8 765 0.5 39.13



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商
品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きを実施しています。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況
の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。なお、上記予想に関する事項は、四半期決算短信（添付資料）Ｐ．４「１．当四半期の連結業績等
に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」を参照してください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】 Ｐ．４「２．その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 19,613,600株 22年3月期 19,613,600株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q 62,472株 22年3月期 62,472株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 19,551,128株 22年3月期2Q 19,551,128株



  

  

○添付資料の目次

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 …………………………………………………………………………  2

（１）連結経営成績に関する定性的情報 ………………………………………………………………………………  2

（２）連結財政状態に関する定性的情報 ………………………………………………………………………………  3

（３）連結業績予想に関する定性的情報 ………………………………………………………………………………  4

２．その他の情報 ……………………………………………………………………………………………………………  4

（１）重要な子会社の異動の概要 ………………………………………………………………………………………  4

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 ……………………………………………………………………  4

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 ……………………………………………………………  4

３．四半期連結財務諸表 ……………………………………………………………………………………………………  5

（１）四半期連結貸借対照表 ……………………………………………………………………………………………  5

（２）四半期連結損益計算書 ……………………………………………………………………………………………  7

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 …………………………………………………………………………  8

（４）継続企業の前提に関する注記 ……………………………………………………………………………………  10

（５）セグメント情報 ……………………………………………………………………………………………………  10

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 ……………………………………………………………  12

４．補足情報 …………………………………………………………………………………………………………………  12

  営業の状況 ……………………………………………………………………………………………………………  12

第一交通産業㈱（9035）平成23年3月期第2四半期決算短信

－1－



（１）連結経営成績に関する定性的情報 

  当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、各種経済対策やアジア向けを中心とした輸出の増加を受けて

景気は緩やかに回復してまいりましたが、海外経済の下振れ懸念や急激な円高、国内経済対策の順次縮小などによ

り、雇用や個人消費は依然として厳しい状況で推移しております。 

  このような状況の下、当第２四半期連結累計期間の当社グループの売上高は36,557百万円（前年同四半期比

7.7％増）、営業利益は1,792百万円（同37.5％増）、経常利益は1,527百万円（同55.1％増）、四半期純利益は500

百万円（同944.4％増）となりました。 

  なお、当社グループの不動産分譲事業では、顧客のニーズに合わせて第４四半期連結会計期間に竣工する物件の

割合が高いため、業績に季節的変動があります。 

  また、第１四半期連結会計期間において、「不動産事業」を「不動産分譲事業」と「不動産賃貸事業」に分割表

示するとともに、「不動産事業（その他）」及び「自動車関連事業」を「その他事業」に含めて表示することに変

更いたしました。前年同四半期比につきましても、比較可能な範囲で変更後に組替えて表示しております。 

  セグメントの業績は、次のとおりであります。 

（タクシー事業） 

  タクシー業界におきましては、前年同期に対する各種実績は若干上回ってきたものの、依然として法人・個人と

もに乗り控え傾向は続いており、昨年の新型インフルエンザの流行による減少分の回復に留まっており、本格的な

回復にはまだ時間がかかる見通しであります。また、いわゆる「タクシー適正化・活性化特別措置法」に基づき、

地域ごとに需給調整のための減車・休車目標を含めた方針に沿って各社が動き出しております。 

  このような状況の下、当社グループにおきましては、市場調査の実施とデジタルＧＰＳによる車両の配置管理に

よる効率的な配車、配車センターのデータを基にした住宅地や勤務先への対面営業の推進や、「マナーアップキャ

ンペーン」による乗務員の接客マナーと配車司令室の電話対応マナーの向上により、選ばれるタクシーとなるべく

取り組みに努めました。また、「安全運転は最高のサービス」との基本に立ち「交通事故０への挑戦」を掲げ、乗

務員の安全意識の改革にも努めるとともに、効率稼働の推進とアイドリングストップによる「燃費５％アップキャ

ンペーン」の実施、環境に配慮したエコカーの追加導入（北九州、福岡、大分、沖縄、広島、和歌山、東京、宮

城）、「雇用創出プラン6000」の継続により乗務員採用による若返り及び定着にも注力してまいりました。  

  なお、本年９月15日より北九州・福岡地区の約1,000台のタクシーにおいては、利用者の利便性を向上すること

を目的として、クレジットカード、携帯電話「iD（アイディ）」及び鉄道系の「ＳＵＧＯＣＡ（スゴカ）」、「Ｓ

uica(スイカ)」、「nimoca(ニモカ)」、「はやかけん」の各種電子マネーに対応した決済端末を導入し、他社との

差別化を図りました。 

  以上の結果、売上高は23,098百万円（前年同四半期比0.7％増）となり、燃料価格が高止まりしている中で営業

所の統廃合による合理化と様々な経費削減に取り組んだこと、並びにグループ内の厚生年金基金の運用収益が発生

したことによる退職給付費用の減少により、営業利益は992百万円（同49.7％増）となりました。なお、平成22年

９月30日現在のタクシー認可台数は、当第２四半期連結累計期間において、地域協議会において策定された特定事

業計画に基づき、東京地区を初めとした都市部を中心に159台の減車・休車を実施した結果、6,595台となっており

ます。 

（バス事業） 

  バス事業におきましては、沖縄県内の路線バス部門では、イベントに合わせたフリー乗車券や企画乗車券の販売

のほか、女性専用バスの試験運行、琉球バス交通におけるバスロケーションシステムの導入など利用促進を図って

おりますが、現金利用者が回数券・定期券へシフトしていることもあり減収傾向となっております。一方、貸切バ

ス部門においては、前年同期の大型連休の反動はあったものの、沖縄県において、高校総体の開催に伴う観光客の

増加やアジアからの航空便の増加のほか、営業強化を図ったことにより増収となっております。 

  以上の結果、バス事業全体の売上高は3,422百万円（前年同四半期比1.0％増）となり、燃料価格が高止まりして

いる中で経費削減に取り組んだことで、営業利益は41百万円となりました。なお、平成22年９月30日現在のバス認

可台数は、当第２四半期連結累計期間に３台減少し703台となっております。 

（不動産分譲事業） 

  新築マンション業界におきましては、地価下落や低金利・税制優遇拡充を背景に、実需型の完成在庫の圧縮が進

む中、首都圏では資産性の高い新規物件が即日完売するなど市場は回復傾向にあります。 

  このような状況の下、当社グループにおきましては重点課題として完成在庫の販売に取り組み、「キャッシュバ

ックキャンペーン」を引き続き展開するとともに、大分・鹿児島エリアにおいては、人員の効率的な配置と完成在

庫の圧縮を強力に推進するため、販売代理会社へ販売を委託しました。また、新規供給としては駅前の好立地物件

を中心として、北九州市内における創業50周年記念プロジェクト「グランドパレス ブランシェ企救丘」（233戸）

の大型物件を販売開始するとともに、福岡市内における大和ハウス工業㈱（本社：大阪市）との共同事業において

も、「プレミスト千早タワーツインマークス」（518戸：当社シェア25％）を販売開始し、共に好調に推移してお
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ります。 

  戸建住宅におきましても、「暮らしを潤す低価格な土地付住宅」をテーマにした第一ホーム㈱の「ユニエクセラ

ン」（団地名「ユニタウン」）を、北九州・福岡の両都市圏において供給を開始し、好調に推移しております。 

  売上高につきましては、完成在庫の販売に注力したマンションにおいて3,294百万円（前年同四半期比35.6％

増）、戸建住宅409百万円（同35.3％増）のほか、プロジェクト用地の一括販売を含むその他2,996百万円を加えた

結果6,701百万円（同130.2％増）となりましたが、営業損失は203百万円となりました。 

（不動産賃貸事業） 

  不動産賃貸業界におきましては、空きテナント対策に伴う賃料・敷金の減額やフリーレント等が賃料相場に影響

を及ぼすとともに、景気低迷に伴う飲食街への客足の減少からテナントの閉店・縮小傾向が続いております。 

  当社グループにおきましても、夜間における飲食店舗の募集活動や入居キャンペーンを含めた営業努力を行った

ものの、店舗・住居ともに退去数は増加することとなりましたが、前連結会計年度における沖縄県那覇市の旭橋駅

周辺地区再開発事業におけるオフィスビルの竣工稼動の通年寄与などにより、売上高は1,397百万円（前年同四半

期比5.1％増）となり、営業利益は660百万円となりました。 

（金融事業） 

  当第２四半期連結累計期間の不動産金融市場は、雇用や所得環境が依然として厳しい状況にあることや、貸金業

法の完全施行に伴う影響が不透明な状況にあることなど、下振れ懸念は残るものの、一部地域においては地価や住

宅着工件数に回復が見られるなど緩やかな回復基調にあります。 

  このような状況の下、当社グループにおける金融事業の融資残高は、与信基準の厳格運用を図りつつも債権メン

テナンスに注力した結果、不動産担保ローンは15,389百万円（前連結会計年度末比1,718百万円減）となり、無担

保ビジネスローンも施策的な抑制により560百万円（同262百万円減）となった結果、総融資残高は15,949百万円

（同1,981百万円減）となりました。 

  以上の結果、総融資残高が前年同四半期末比978百万円の減少などにより、売上高は1,043百万円（前年同四半期

比25.9％減）となりましたが、経費の削減に努めたことにより営業利益は208百万円（同16.0％増）となりまし

た。 

（その他事業） 

  その他事業におきましては、パーキング事業、医療コンサルタント事業、ゴルフ練習場の運営及び自動車の点

検・整備等により、売上高は894百万円（前年同四半期比54.6％減）、営業利益は111百万円となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

  当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ1,876百万円減少し、140,360百万円となりま

した。主な減少は、営業貸付金1,979百万円及びたな卸資産1,012百万円であり、主な増加は、現金及び預金2,011

百万円であります。 

  負債は、前連結会計年度末に比べ2,081百万円減少し、121,914百万円となりました。主な減少は、支払手形及び

営業未払金4,913百万円であり、主な増加は、有利子負債2,668百万円であります。 

  少数株主持分を含めた純資産は、前連結会計年度末に比べ205百万円増加し、18,446百万円となりました。主な

増加は、四半期純利益500百万円であり、主な減少は、剰余金の配当195百万円であります。 

（キャッシュ・フローについて） 

  当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は11,325百万円となり、前

連結会計年度末に比べ2,111百万円増加しております 

  各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

  営業活動の結果獲得した資金は854百万円（前年同期は2,234百万円の獲得）となりました。これは主に、税金等

調整前四半期純利益1,344百万円、営業債権の減少による増加2,137百万円、タクシー車両の減価償却を中心とする

償却費用1,587百万円、たな卸資産の減少による増加947百万円があったものの、仕入債務の減少による減少4,838

百万円によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

  投資活動の結果使用した資金は1,068百万円（前年同期は3,932百万円の使用）となりました。これは主に、営業

車輌の購入を中心とする有形・無形固定資産の取得による支出632百万円及び投資有価証券の取得による支出622百

万円によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

  財務活動の結果獲得した資金は2,325百万円（前年同期は585百万円の使用）となりました。これは主に、短期借

入金の純増による収入1,850百万円と長期借入による収入10,369百万円及び長期借入金の約定弁済並びに繰上償還

による支出9,551百万円によるものであります。 
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（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間の業績につきましては概ね予想通りに推移しており、今後もより一層の営業体制の強

化、経費節減に努めてまいります。従いまして、現段階において平成22年５月18日に公表いたしました通期の連結

業績予想に変更はありません。 

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

固定資産の減価償却費の算定方法 

  定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の見積額を期間按分して算定する方法

によっております。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

・会計処理基準に関する事項の変更 

資産除去債務に関する会計基準の適用 

  第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を

適用しております。 

  なお、これによる当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響はありません。 

・表示方法の変更 

四半期連結損益計算書関係 

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適

用により、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

   

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 12,380 10,368

受取手形及び営業未収入金 1,831 2,007

営業貸付金 15,851 17,830

たな卸資産 30,222 31,234

その他 2,960 2,880

貸倒引当金 △1,212 △1,040

流動資産合計 62,033 63,281

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 20,194 20,589

土地 40,680 40,850

その他（純額） 4,856 5,041

有形固定資産合計 65,732 66,481

無形固定資産   

のれん 1,292 1,615

その他 488 528

無形固定資産合計 1,781 2,143

投資その他の資産 10,812 10,330

固定資産合計 78,326 78,955

資産合計 140,360 142,236

負債の部   

流動負債   

支払手形及び営業未払金 3,195 8,109

短期借入金 45,238 42,871

未払法人税等 795 1,012

賞与引当金 503 476

その他 4,713 4,656

流動負債合計 54,447 57,125

固定負債   

長期借入金 49,379 49,078

退職給付引当金 7,366 7,119

役員退職慰労引当金 1,606 1,552

利息返還損失引当金 148 189

その他 8,966 8,930

固定負債合計 67,467 66,869

負債合計 121,914 123,995
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,027 2,027

資本剰余金 2,214 2,214

利益剰余金 19,239 18,915

自己株式 △67 △67

株主資本合計 23,414 23,090

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △150 △25

土地再評価差額金 △6,120 △6,102

評価・換算差額等合計 △6,271 △6,127

少数株主持分 1,303 1,277

純資産合計 18,446 18,241

負債純資産合計 140,360 142,236

第一交通産業㈱（9035）平成23年3月期第2四半期決算短信

－6－



（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 33,944 36,557

売上原価 27,783 30,229

売上総利益 6,160 6,327

販売費及び一般管理費 4,856 4,535

営業利益 1,303 1,792

営業外収益   

補助金収入 123 100

その他 392 393

営業外収益合計 516 494

営業外費用   

支払利息 714 655

その他 121 103

営業外費用合計 835 759

経常利益 984 1,527

特別利益   

固定資産売却益 1 －

特別利益合計 1 －

特別損失   

固定資産除売却損 43 15

減損損失 47 136

訴訟和解金 350 －

事業譲渡損 59 －

その他 22 30

特別損失合計 522 183

税金等調整前四半期純利益 463 1,344

法人税、住民税及び事業税 684 783

法人税等調整額 △298 25

法人税等合計 385 808

少数株主損益調整前四半期純利益 － 535

少数株主利益 29 35

四半期純利益 47 500
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 463 1,344

減価償却費 1,256 1,265

のれん償却額 339 322

減損損失 47 136

たな卸資産評価損 83 97

貸倒引当金の増減額（△は減少） 93 168

退職給付引当金の増減額（△は減少） 217 246

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 27 54

利息返還損失引当金の増減額（△は減少） △78 △40

受取利息及び受取配当金 △48 △34

支払利息 714 655

固定資産除売却損益（△は益） 42 15

事業譲渡損益（△は益） 59 －

訴訟和解金 350 －

営業債権の増減額（△は増加） 1,039 2,137

たな卸資産の増減額（△は増加） 2,158 947

仕入債務の増減額（△は減少） △4,297 △4,838

その他の資産・負債の増減額 387 △222

その他 91 73

小計 2,948 2,330

利息及び配当金の受取額 49 33

利息の支払額 △687 △648

訴訟和解金の支払額 △350 －

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 274 △862

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,234 854

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △549 △420

定期預金の払戻による収入 592 520

投資有価証券の取得による支出 △35 △622

投資有価証券の売却による収入 － 33

有形及び無形固定資産の取得による支出 △4,434 △632

有形及び無形固定資産の売却による収入 484 19

短期貸付金の増減額（△は増加） 0 1

貸付けによる支出 △55 △63

貸付金の回収による収入 77 66

その他の支出 △29 △64

その他の収入 17 93

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,932 △1,068
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △3,199 1,850

長期借入れによる収入 14,560 10,369

長期借入金の返済による支出 △11,656 △9,551

リース債務の返済による支出 △83 △137

配当金の支払額 △195 △195

少数株主への配当金の支払額 △10 △10

財務活動によるキャッシュ・フロー △585 2,325

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,283 2,111

現金及び現金同等物の期首残高 10,732 9,213

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

0 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 8,450 11,325
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 該当事項はありません。  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕 

前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

 （注）１．事業区分の方法 

グループ内の事業展開を考慮して区分しております。 

２．各事業区分の主な事業内容 

(1）タクシー事業   一般乗用旅客自動車運送事業（タクシー） 

(2）不動産事業     分譲住宅の企画及び販売、不動産の賃貸及び管理 

(3）自動車関連事業 外車・中古車の販売及び自動車の点検・整備等 

(4）金融事業       貸金業 

(5）バス事業      一般乗合旅客自動車運送事業等（路線・貸切）  

(6）その他事業     パーキング事業及び車両の運行管理請負業務等  

   (注) 従来、自動車関連事業の主要な事業内容であった外車・中古車の販売については、当第２四半期連結

会計期間において、㈱ミュンヘンオートの事業全部を譲渡したことに伴い撤退いたしました。 

  

〔所在地別セグメント情報〕 

前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日）  

日本以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。 

〔海外売上高〕 

前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

該当事項はありません。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
タクシー
事業 
（百万円） 

不動産 
事業 
（百万円） 

自動車
関連事業 
（百万円）

金融事業
（百万円）

バス事業
（百万円）

その他
事業 
（百万円）

計 
（百万円） 

消去又は
全社 
（百万円）

連結
（百万円）

売上高     

(1）外部顧客
に対する
売上高 

 22,938  4,347  1,128  1,408  3,387  733  33,944  －  33,944

(2）セグメン
ト間の内
部売上高
又は振替
高 

 －  －  739  －  －  1,093  1,833  △1,833  －

計  22,938  4,347  1,868  1,408  3,387  1,826  35,777  △1,833  33,944

営業利益又は

営業損失(△) 
 663  354  △4  179  10  52  1,255  48  1,303
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〔セグメント情報〕 

１．報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源

の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

当社は、本社に事業形態に沿った管理本部を置き、各管理本部は、各事業の活動について包括的な戦略を立案

し、展開しております。 

したがって、当社は、管理本部を基礎とした事業別のセグメントから構成されており、「タクシー」、「バ

ス」、「不動産分譲」、「不動産賃貸」及び「金融」の５つを報告セグメントとしております。 

各事業区分の主な事業内容は下記のとおりであります。 

(1)タクシー事業   一般乗用旅客自動車運送事業（タクシー） 

(2)バス事業     一般乗合旅客自動車運送事業等（路線・貸切） 

(3)不動産分譲事業  分譲住宅の企画及び販売 

(4)不動産賃貸事業  不動産の賃貸及び管理 

(5)金融事業     貸金業 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日） 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、子会社業務管理、自動車の

点検・整備、ＬＰＧの販売、パーキング事業及び車両運行管理請負業務等を含んでおります。 

      ２．セグメント利益又は損失(△)の調整額△18百万円には、セグメント間取引消去56百万円、営業外収益計

上バス運行補助金収入△74百万円が含まれております。 

     なお、バス事業に係るバス運行補助金収入については、報告セグメントの利益を算定するにあたり、経

営資源の配分の決定及び業績を評価するために、費用から控除しております。 

３．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

 該当事項はありません。 

（のれんの金額の重要な変動） 

重要な変動はありません。 

（重要な負ののれん発生益） 

該当事項はありません。 

  

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３

月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３

月21日）を適用しております。 

  

  （単位：百万円）

  

報告セグメント
その他
（注）１

合計 
調整額 
（注）２ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注）３ 

タクシー バス 
不動産 
分 譲 

不動産
賃 貸

金融 計

売上高      

外部顧客

への売上

高 

23,098 3,422 6,701 1,397 1,043 35,663 894 36,557 － 36,557 

セグメン
ト間の内
部売上高
又は振替
高 

－ － － － － － 1,890 1,890 △1,890 － 

計 23,098 3,422 6,701 1,397 1,043 35,663 2,784 38,447 △1,890 36,557 

セグメント

利益又は損

失（△） 

992 41 △203 660 208 1,699 111 1,810 △18 1,792 
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 該当事項はありません。 

  

  営業の状況 

(1）販売実績 

 当第２四半期連結累計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

 （注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

２．セグメント間の取引については相殺消去しております。 

３．第１四半期連結会計期間において、「不動産事業」を「不動産分譲事業」と「不動産賃貸事業」に分割表示

するとともに、「不動産事業（その他）」及び「自動車関連事業」を「その他事業」に含めて表示すること

に変更いたしました。前年同四半期比につきましても、変更後に組替えて表示しております。 

(2）タクシー事業 

 営業実績 

 （注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

(3）バス事業 

 営業実績 

 （注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。   

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

４．補足情報

セグメントの名称 金額（百万円） 前年同四半期比（％）

タクシー事業  23,098 ＋0.7 

バス事業  3,422 ＋1.0 

不動産分譲事業  6,701 ＋130.2 

不動産賃貸事業  1,397 ＋5.1 

金融事業  1,043 △25.9 

  報告セグメント計  35,663 ＋11.5 

その他事業  894 △54.6 

合計  36,557 ＋7.7 

項  目 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年９月30日） 

第２四半期末在籍車両数 6,754 台 6,595 台 

稼働率 91.1 ％ 91.0 ％ 

走行キロ 180,865 千㎞ 179,303 千㎞ 

運送収入 22,938 百万円 23,098 百万円 

走行１㎞当たり運送収入 126 円 83 銭 128 円 83 銭 

項  目 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年９月30日） 

第２四半期末在籍車両数 718 台 703 台 

稼働率 65.9 ％ 69.1 ％ 

走行キロ 15,594 千㎞ 15,743 千㎞ 

運送収入 3,387 百万円  3,422 百万円 

走行１㎞当たり運送収入 217 円 26 銭  217 円 37 銭 
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(4）不動産分譲事業 

① 販売実績 

 （注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

２．共同事業における金額は、全体の売上金額を当社持分比率で按分した金額を計上しております。 

３．不動産分譲事業では、顧客のニーズに合わせて第４四半期連結会計期間に竣工する物件の割合が高いため、

業績に季節的変動があります。 

② 分譲住宅の契約実績 

 （注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

２．共同事業における金額は、全体の契約金額を当社持分比率で按分した金額を計上しております。 

  

(5）不動産賃貸事業 

営業実績 

 （注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

項  目  

前第２四半期連結累計期間
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年９月30日） 

数量 
（戸） 

金額
（百万円） 

数量
（戸） 

金額
（百万円） 

    マンション  121  2,430  193  3,294

    戸建住宅  11  302  24  409

    その他  －  178  －  2,996

      合  計  132  2,911  217  6,701

項    目 

期首契約残高 四半期中契約高 四半期末契約残高

数量 
（戸） 

金額
（百万円） 

数量
（戸） 

金額
（百万円） 

数量 
（戸） 

金額
（百万円） 

（前第２四半期連結累計期間）             

マンション  182  2,911  183  3,874  170  3,843

戸建住宅  3  120  10  222  2  40

（当第２四半期連結累計期間）             

マンション  96  2,003  400  6,934  303  5,643

戸建住宅  5  105  27  520  8  216

項  目  

前第２四半期連結累計期間
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年９月30日） 

金額（百万円） 金額（百万円） 

店舗  988  976

住居  211  209

オフィス  77  165

その他  53  46

合 計  1,330  1,397
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(6）金融事業 

 売上高の内訳 

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

項 目 

前第２四半期連結累計期間
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年９月30日） 

金額 
（百万円） 

（参考）融資残高
（百万円） 

金額
（百万円） 

（参考）融資残高
（百万円） 

不動産担保ローン  720  15,691  698  15,389

ビジネスローン  108  1,236  33  560

不動産再生  456  －  250  －

その他  122  －  61  －

合  計  1,408  16,928  1,043  15,949
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